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①組織の概要

機械部門　（加工製品例）

土木部門　器具製品

１．事業社名及び代表者

社名  株式会社 ヨシカワ機械
代表者  代表取締役社長 吉川 富久

２．所在地

    〒693-0067 島根県出雲市矢尾町433（本社）

〒699-0613  島根県出雲市斐川町神氷2535番地1

                                 B棟のＢ-1a,Ｂ-1b （斐川企業化支援貸工場）

３．事業の概要
機械器具の切削加工

土木工事用器具の製造・販売

4．事業規模
創業日  1991年10月2日

資本金 1000万円
売上高 35千万円（2021年10月～2022年9月）

従業員数  20名（2021年10月30日現在 パート等3名含む）
敷地面積  809㎡（本社）7,251㎡（斐川西工業団地内の2区画161㎡借用）

床面積    684㎡(本社)(事務所延床面積184㎡、工場延床面積500㎡)
 161㎡（斐川企業化支援貸工場(斐川西工業団地内)Ｂ棟のB-1,B-2の2区画借用）
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5．主要設備　　　(設備メーカー名・機械名・型式・[台数])

環境管理　 責任者  ：      三浦　博司　

連絡先 電話      :       0853-25-3456

FAX     :       0853-25-3457

URL     :  　  http://www.yoshikawa-ys.co.jp/

E-mail  :  　  yosikawa@topaz.ocn.ne.jp

ー２ー

6.  環境管理責任者及び担当連絡先

東京精密

森精機製作所

OKK

森精機製作所

アマダ

キーエンス

森精機製作所

NL2500Y/700 (Φ356×705）                

NL3000Y/1250 （Φ420×1260mm）     

SL-300AMC （Φ420mm×744mm）

SL-25MC （Φ340㎜×530mm）

ALX2000（φ250㎜×575㎜）

NLX2500/700 (Φ356×705）                

TL-40B （Φ440mm×1905mm）             

SL-25B （Φ260mm×550mm）           

SL-25B 1,00（Φ260mm×1000mm） 

CL-20Bガントリローダー                  

［1台］

［1台］

［1台］

［1台］            

［1台］

［2台］

［1台］

［1台］

［2台］

［2台］

・CNC複合旋盤    

                

・CNC旋盤      

   

  

SVA1000A-C6  (X850.Y1000.Z600)

480A  (X100Y.Z800μｍ)
［1台］

［1台］

・CNC三次元測定器   

・表面粗さ測定器

HA-300Ⅱ                

VM7Ⅲ（X1530.Y510.Z660）
VM53R (X1050.Y530.Z510)
VM43R (X630.Y430.Z460)

［1台］

［1台］

［1台］

［1台］

・NCフライス盤   

・マシニングセンター

SM-850   （Φ435mm×850mm）           ［2台］・汎用旋盤   

YD2-55  （Φ510振り550、MT4）           ［2台］・ 直立ボール

HFA-300CNC               
SPH-30C 
CB-83 

［1台］

［1台］

［1台］

・ノコ盤   

・ユニバーサル・プレスブレーキ

・ プレスブレーキ  

IM-7030   (X300.Y200.Z75) ［1台］・ 画像検査機 
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作成者/作成日：三浦/2023.03.01

1．認証登録範囲
登録組織名　 ：　株式会社　ヨシカワ機械（本社事務所及び工場を含む全てを対象）
事業活動    　：　機械器具の切削加工、土木工事用器具の製造・販売
対象範囲    　：　全組織、全従業員を対象とする
対象期間    　：　令和3年（2021年）10月1日～令和4年（2022年）9月30日

2．ＥＡ21実施体制図　 役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任
・環境管理責任者を任命
・環境への取組みに必要な人員、設備、費用等を準備
・環境経営方針の策定及び、見直し
・環境目標・環境活動計画書の承認
・全体の評価と見直しを実施
・環境経営活動レポートの承認
・環境関連法規等の取りまとめ表の承認
・代表者における課題とチャンスの明確化

・環境目標・環境活動計画書の原案作成
・環境経営活動レポートの作成指示及び、確認
・環境経営システムの構築・実施・管理
・環境目標・環境活動計画書の確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・必要な場合の手順書の承認及び、実施状況の確認
・環境教育訓練の計画策定と実施責任
・策定、見直しされた環境方針の全従業員への周知
・環境方針の全従業員に対する周知
・従業員に対する教育訓練の実施
・環境関連法規等の取りまとめ表の遵守チェック実施
・環境関連内部・外部コミュニケーションの取り纏め
・環境関連法規等の取りまとめ表確認及び、評価
・環境負荷の自己チェック及び、環境への取組の
 　自己チェックの実施
・環境経営活動レポートの作成
・必要な場合の手順書作成及び、実施状況の確認
・環境活動のPDCA実施状況確認
・環境活動の実績集計のまとめ
・環境活動に必要なフォロー、及び指示

・環境管理責任者の補佐
・EA21推進の事務業務
・環境活動の実績集計
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営活動レポートの公開（事務局への発送含む）

・環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された緊急事態への対応のためのテスト、
　訓練の実施、記録の作成
・指摘のあった問題点・改善点などのとりまとめ、
　問題点の発見、是正、予防処置の実施
・必要な場合の手順書の作成サポート及び、フォロー

・環境方針・目標・計画の理解と、環境への取組の
 　重要性を自覚し、決められたことを守り、
 　自主的・積極的に環境活動への参加
・環境に考慮したアイデアなどを提案
・必要な場合の手順書の作成

ー３ー

②対象範囲と実施体制

代表者 : 吉川 富久

環境管理責任者 :  三浦 博司

事務局 : 片寄 良子

工場責任者 : 原 毅

従業員
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 認証番号0003938

当社は、機械器具の切削加工及び土木工事用器具の製造・販売を主な事業としています。

当社のすべての事業活動の範囲において環境に及ぼす影響を考え、全従業員が製品品質の

たゆまぬ向上と、環境マネジメントシステムの継続的改善を通して循環型社会の構築に

貢献します。

当社の事業活動における環境への影響を認識した上で全従業員が責任を持ち、

EA２１環境経営システムを構築・運用し環境への負荷の低減に努めます。その為に

次のテーマを重点事項として、定期的に環境目標を計画、設定、確認評価、見直しを

繰り返し、環境経営活動に対し、自主的・積極的・継続的・効果的に取組みます。

1． CO2排出量削減の為、電気使用量の低減、化石燃料の節約。

2． 廃棄物量の削減のため、不良品や削りカスの削減、

　　廃棄物の適正な処理、リサイクルの促進。

3． 水使用量の削減のため、節水。

4． 社内で使用する資材・部材のグリーン購入を進める。

5． 化学物質使用量の削減・化学物質の適正な管理につとめる。

6． 生産又は消費活動及び製品に係わる環境関連法規、

　　その他条例・協定など の要求事項の遵守。

7． 環境経営の課題とチャンスを活かす環境経営活動に努める。

8． 5S活動を徹底し、環境意識の高さが品質を高める教育を進める。

9． SDGｓ「持続可能な開発目標」に賛同し、よりよい社会を目指す。

この環境方針は、当社全従業員に周知徹底するとともに、

　　環境活動レポートは、一般に開示します。

制定日　2008年　 10月 　　1日　　　　　　　　　  

改訂日　2021年      2月     18日

株式会社　 ヨシカワ機械

代表取締役　

ー4ー

基本理念

行動指針

環境経営方針

吉川　富久
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作成者/作成日：三浦/　2022.11.25

㊟中国電力の2021年度調整後排出係数　0.521(kg-CO2/kWh) を使用して算出。

※1,水使用量目標値は平成30年度実績値の維持とし15㎥/千万円とする。

※2,潤滑油目標値は、H30年度実績（74㎏/千万円）を基準目標とする。

ー5ー

④環境経営目標とその実績

達成率(%）総量目標/総量実績 99%

目標値 7,735

灯油 L／千万円
目標値 153

軽油 L／千万円
目標値

38 31

49 49

49 58

ガソリン L／千万円
目標値

実績値

実績値

3,996 4,759

- - -

57 38

中国電力　排出係数 0.521
(調整後)

総量
（㊟）

㎏-CO2/千万円 実績値 4,552

154,241 -

4,506

4,730

排出量総量（㎏-CO2） 123,081 126,281

4,3514,683㎏-CO2/千万円

37 37

38

0.521
(調整後)

110%

-

- -4,395 -

ｋＷh／千万円

4,264

7,397

実績値 184 171

27

30 - -

-

-

過去実績

前年度実績
-1％

前年度
-1％

廃棄物
排出量の削減

一般
廃棄物

㎏/千万円
目標値 132 131

実績値 4,329 4,036

産業
廃棄物

㎏/千万円
目標値 4,286

二酸化炭素
排出量の削減

4,286

99% 106% 

実績値 133 126

購入電力

実績 目標

Ｒ4/10～
Ｒ5/9

単位

実績値÷
売上額

年度 R1年 R2年

Ｒ6/10～
Ｒ7/9

7,122

- -

30 30 30

182

目標
前年度実績

-1％
前年度実績

-1％
前年度
-1％

前年度
-1％

Ｒ4年 Ｒ5年 Ｒ6年

Ｒ5/10～
Ｒ6/9年月

Ｒ1/10～
Ｒ2/9

Ｒ2/10～
Ｒ3/9

Ｒ3/10～
Ｒ4/9

Ｒ3年
（当該年度）

環境経営
目標項目

内訳

4,307

7,050

実績値 7,472 7,851 7,266 - - -

169 167169

7,772 7,193

171

4,566目標値

2731

172 -

103 - - -

- -0.521
(調整後)

125 102 101 100

-

- --107%

4,712

15

実績値 14 16 11 - - -

-

※1目標値 15 15 15 15 15

4,665

4,807 - - -

達成率(%) 84% - -

50

実績値 52 53 51 - - -

-達成率(%) 108% 97% 138% - -

化学物質
使用量の
削減及び
適正管理

切削油 ㎏／千万円
目標値 51 51 52 51 50

74 74

水使用量
の削減

水使用量 ㎥／千万円

潤滑油
実績値 - - -

-達成率(%) 99% 106% 127% - -

㎏／千万円
※2目標値 74 74 74

41 35 -

-達成率(%) 99% 101% 116%

34

㎏／千万円
目標値

-

-

95 94 93

実績値 120 113 96 - -

119 112

-

目標値 40 35

ダンボール
類

74

74 64 49

34

㎏／千万円 実績値 40自らが生産・
販売する製品
に関する環境
経営目標

41

-

梱包用
ビニール類

㎏／千万円

51

実績値 51 51 51

119

- - -

グリーン購入
の推進

グリーン
購入等

含有化学物質管理
チェックリスト（単

位＝点）

目標値 51 51 51 51 51

40

総合達成率(%)　（平均値） 102% 100% -114% - -
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作成者/作成日：三浦/2022.11.25

PDCAサイクル
①二酸化炭素排出量の削減 目標 ㎏-CO2/千万円 実績 ㎏-CO2/千万円 達成率

・稼働率アップと加工不良撲滅。

・エアコン設定温度順守の注意喚起。

・エアコンフィルターの掃除。
ｋＷh／千万円 ・晴天時の間引き照明。

・エアー漏れ点検。

・土曜日、祝日の作業機械の絞り込み

・外出時にまとめて用を済ませる。

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟとｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ継続。

・ 配達コースの見直しを図る。

・斐川工場への往来の効率化。

・配達時間のラッシュ時を避ける。

・各社納材日の同日調整依頼。

・冬季 ストーブの灯油量の節減

・ﾎﾞｲﾗｰの温度設定を適時調整する。　

②廃棄物排出量の削減　目標 ㎏/千万円 実績 ㎏/千万円

・梱包材のﾗｯﾌﾟ･ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙの緩衝材等の

リサイクル化に取り組む。

・段ボール屑は、梱包用に使用する。

・ｼｭﾚｯﾀﾞｰ屑のﾘｻｲｸﾙ（緩衝材）利用。

・材料ロス撲滅に取組む

・丸棒材からの削出しを低減させる為、

ﾊﾟｲﾌﾟ材・鋳造材への変更を促す。

・材料発注ミス、重複発注を無くす。

③水の使用量の削減　目標 ㎥/千万円 実績 ㎥/千万円

・切削水供給方法を引き続き改善

・手洗い時の水の出しっぱなしに注意。

④化学物質使用量の削減　目標 ㎏/千万円 実績 ㎏/千万円

・補充する際、入れ溢しの無いように

　 補充作業に努め、使用量削減する。
・切削油のろ過後再使用する。（ﾎﾞｰﾙ盤）

⑤自らが生産・販売する製品に関する環境経営目標
㎏/千万円 実績 ㎏/千万円

・防錆及び緩衝材ビニールの再利用。
㎏/千万円 ・指示書等の袋、梱包用袋を再利用。

・ラップ梱包を最小限に使用する。
㎏/千万円 ・切れ端等緩衝材として再利用へ進める。

※ ・資料のﾃﾞｰﾀ保管によるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ推進。
㎏/千万円 ・資料作成時は、A4一枚に作成する。

・裏紙使用の推進。

確認判定：◎よくできた、〇まあまあできた、△あまりできなかった、×全くできなかった

※目標を設定しなかった重要度の高い環境負荷として、上質紙購入量を設定し、環境活動計画を実施。

ー6ー

裏紙使用とコピーの白黒
印刷を徹底する。

170 達成率 ####

100 達成率 127%

4,683 4,395

「加工不良の撲滅」、
「エアコンの適切使用」
「間引き照明」により、
無駄な電力使用を削減。

126

梱包材のラップ、段ボー
ル等のきれいなものは緩
衝材等に再利用してい
く。

不良を減らす事。それが
エネルギーの無駄を削減
することにつながり、何
より無駄な時間を取り戻
すことになる。

ジェル状手洗い洗剤の意
味を考え、洗い流す時の
み水を使用する。

107%

4,120 4,911 達成率 84%

15 11 達成率 138%

切削油、重滑油共に機械
にとって必要なもの、適
時適量メンテナンス優先

〇 継続

△

⑤環境経営計画に基づき実施した取組
　内容と実施状況確認及び次年度の計画

達成率
取組内容（・：継続、★：新規） 次年度取組重点項目

次年度
計画

継続

分類
目標 確認

判定

〇 継続

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

L／千万円

98%

〇

◎

〇

〇

7,772

〇

〇

88%

電
気

107%

継続

継続

継続

継続

◎

エコドライブﾞ運転を心が
け、渋滞時間帯を避け効
率良く回る。

往復回数を減らし、渋滞
時間帯を避け効率良く回
る。

しっかり防寒対策をしな
がら、外気の流入を最小
限に抑える。

L／千万円

151%

継続

継続

継続

継続

27 継続

再利用できるものは、積
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様式番号：E06-2

作成者/作成日：三浦/2022.12.18
Ⅰ.   当年度の取組の結果とその評価

以下、判定基準は　○…目標達成　△…目標値未達成、95％以上達成　X…目標値95％未満とする
①    ＣＯ2排出量の削減(ＣＯ2排出量の削減取組結果は下表の通りです。)

項　　目 ㏇排出総量㏇排出総量（㎏‐CO2）売上げ対比（㎏‐CO2/千万円）電力電力使用量（㎾ｈ）売上げ対比（㎾h/千万円）灯油購入量(ℓ)売上げ対比（ℓ/千万円）ガソリン給油量（ℓ）売上げ対比（ℓ/千万円）軽油給油量（ℓ）売上げ対比（ℓ/千万円）機械売上げ（千万円）売上げ
24年度# # 24年度# # 24年度# # 24年度# # 24年度# # 24年度#
25年度# # 25年度# # 25年度# # 25年度# # 25年度# # 25年度#
26年度# # 26年度# # 26年度# # 26年度# # 26年度# # 26年度#
27年度# # 27年度# # 27年度# # 27年度# # 27年度# 9 27年度#
28年度# # 28年度# # 28年度# # 28年度# # 28年度# 8 28年度#
29年度# # 29年度# # 29年度# # 29年度# # 29年度# # 29年度#
30年度# # 30年度# # 30年度# # 30年度# # 30年度# # 30年度#
R1年度# # R1年度# # R1年度# # R1年度# # R1年度# # R1年度#
R2年度# # R2年度# # R2年度# # R2年度# # R2年度# # R2年度#
R3年度# # R3年度# # R3年度# # R3年度# # R3年度# # R3年度##

目標：売上げ対比前年度より１％削減する。
取組：・照明器具は全てLEDに交換済み。
・ 不良撲滅に努め不必要な稼働を削減する。
・ 省エネコンプレッサーへの交換済み。
・ エアコンの設定温度確認とフィルター清掃。
・ 休憩時の照明の消灯。
・ 土曜、祝日出勤時の不使用設備の絞り込み。
評価：受注増加に加えエアコン８台増設により
電力使用量も大きく増えた。
改善：エアコンの使用台数制限と温度管理徹底。
目標：売上げ対比前年度より１％削減する。
取組：・現場ｽﾄｰﾌﾞは、休憩時には消火する。
・ 温水器の温度設定を季節ごとに設定する。
・ 休憩時は、できる限りまとまって休憩する。
・ 日中気温が高くなれば、温度切替を行う。
・ 給油時に入れ過ぎて溢れないようにする。
・ 春先のストーブ終了時期の見極めを早くする。
評価：現場ストーブﾞの設置増により、使用量も
大きく増加した。
改善：出入りは小さい入り口を使用する。
目標：売上げ対比前年度より１％削減する。
取組：・社用車は軽自動車に変更済。
・ 車使用時は、複数用件をこなすようにする。
・ 配達用件は、トラック便に便乗させる。
・ エコドライブ運転を心がける。
・ 忘れ物の無いように、事前準備する。
・ リフト作業を効率よく取り回しする。
評価：長距離配達等により使用量は増えた。

改善：リフトの積荷をまとめて下ろす工夫をする。
目標：売上げ対比前年度より１％削減する。
取組：・エコドライブ運転を心がける。
・ 忘れ物の無いように、事前準備をする。
・ 配達コース、配達時間の効率化をはかる。
・ 不要荷物を降ろし、走行負荷を減らす。
・ まとめて配達できるように、出荷集中させる。
・ 各社納材日を同日になるよう依頼調整する。
評価：配達の効率化や、往復回数を減らし、
運搬をできるだけまとめる事で削減できた。
改善：各社納材日を同日に依頼調整する。
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107% ○

107%

判定

×

〇

4683 4395

7266

⑥環境経営計画の実績、取組結果とその評価 　（期間 : 2021/10/1～2022/9/30）
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②    廃棄物排出量の削減(廃棄物排出量の削減取組結果は下表の通りです。)

項　　目 廃棄物排出総量排出量(kg)売上対比(kg/千万円)
24年度# #
25年度# #
26年度# #
27年度# #
28年度# #
29年度# #
30年度# #
R1年度# #
R2年度# #
R3年度# #

可燃ゴミ排出量（㎏）売上対比（㎏/千万円） 金属くず排出量（㎏）売上対比（㎏/千万円） ,
24年度# # 24年度# #
25年度# # 25年度# # #
26年度# # 26年度# # #
27年度# # 27年度# # #
28年度# # 28年度# # #
29年度# # 29年度# # #
30年度# # 30年度# # #
R1年度# # R1年度# # #
R2年度 # # R2年度# #
R3年度# # R3年度# #

③   総排水量の削減・省資源（水資源投入量の削減取組結果は下表の通りです。)

使用量（㎥）売上対比（㎥/千万円）
24年度 # #
25年度 # #
26年度 # #
27年度 # #
28年度 # #

※水道使用量は目標値15（㎥/千万円）以上 29年度 # #
下げることは難しいと判断し、15（㎥/千万円） 30年度 # #
を固定目標値とする。 R1年度 # #

R2年度 # #
R3年度 # #

④ 自らが生産・販売する製品に関する環境経営目標   

使用量売上対比(㎏/千万円)
24年度# #
25年度# #
26年度# #
27年度# #
28年度# #
29年度# #
30年度# #
R1年度# #
R2年度# #
R3年度# #

使用量（kg）売上対比（kg/千万円） 使用量（㎏）売上対比（㎏/千万円）
24年度# # 24年度# # # #
25年度# # 25年度# # # 4
26年度# # 26年度# # # #
27年度# # 27年度# # # #
28年度# # 28年度# # # #
29年度# # 29年度# # # #
30年度# # 30年度# # # #
R1年度# # R1年度# # # 2
R2年度# # R2年度# #
R3年度# # R3年度# #

使用量（㎏）売上対比（㎏/千万円） 使用量（㎏）売上対比（㎏/千万円）
24年度 # # 24年度 # #
25年度 # # 25年度 # #
26年度 # # 26年度 # #
27年度 # # 27年度 # #
28年度 # # 28年度 # #
29年度 # # 29年度 # #
30年度 # # 30年度 # #
R1年度 # # R1年度 # #
R2年度 # # # # R2年度 # #
R3年度 # # R3年度 # #
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切削油の削減
（kg/千万円）

植木散水配管を施し、タイマーセットにより、節水

目標値（Ａ） 実績値（Ｂ）

86%

・可燃ごみの削減については、前年より6袋分増え
たが。売上げ対比29kg/千万円減となった。

水資源投入量の削減
（㎥/千万円）

水道使用量

×

判定目標値（Ａ）

項　　目

112 96

A / B 判定

74

判定

52 51

A / B

117% ○

×

137% ○

目標値（Ａ） 実績値（Ｂ）

・ ビニール類の使用量は41㎏増。
売上対比2（kｇ/千万円）増となった。

・金属くずの排出量は、前年より56,409㎏増加。
生産量

41 35 116% ○

実績値（Ｂ） A / B

×

○

3996

可燃ゴミ
（kg/千万円）

85%

125 97 128%

9

51 100% ○

10
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4120 4775

4677

廃棄物排出総量
（kｇ/千万円）

項　　目

金属くず
（kg/千万円）

・切削油の使用量ペール缶19缶分増えた。売上げ対
比では減少となった。

51

上質紙使用量
（㎏/千万円）

グリーン購入（点）「達
成率＝実績値B/目標値

・切削油の使用量はペール缶18缶分の削減となっ
た。売上対比も減少となった。

・ダンボール類の使用量は、341㎏増となり、
売上対比で16（㎏/千万円）減となった。

87%

・コピー用紙の使用量は前年より60㎏増。
売上対比0.9（㎏/千万円）減となった。

潤滑油の削減
（kg/千万円）

梱包用ビニール類の
削減（kｇ/千万円）

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ類の削減
（㎏/千万円）
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様式番号：E05-1

作成者/作成日：三浦/2022.10.2８

環境関連法規への違反、訴訟はありません。  
又、過去３年間に関係当局からの違反等の指摘はありません。

適用される法規制と遵守状況
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自動車廃棄時の規定遵守 適正処理

家電製品廃棄時の規定遵守

遵守

指定可燃物等の届出(注) 遵守

法規制等の名称

水質汚濁防止法

浄化槽法

遵守

維持管理基準の順守、法定点検の実施等法令遵守

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適正処理

⑦環境関連法規等の遵守の確認及び

該当する要求事項 遵守状況

一般廃棄物及び産業廃棄物の適正管理、適正排出に関する
法令遵守

適正処理

事故時の届出及び必要な措置の実施

第一種特定製品（業務用エアコン）の管理規定の遵守
（簡易点検の実施と、チェックシート保管）

遵守

有害物を譲渡する場合の規定遵守

廃棄物処理法

資源有効利用促進法 パソコン廃棄時の規定遵守 適正処理

家電リサイクル法

自動車リサイクル法

消防法

労働安全衛生法

フロン排出抑制法

（注）1.　消防法関係に該当する危険物第４類の引火性液体を保管・使用しているが、
指定数量の1/10未満であり消防署への届出対象外である。

　尚、環境省、経済産業省、島根県より通達の有った「ポリ塩化ビフェル（PCB）使用製品及び
PCB廃棄物の期限内処理に向けて」に関する、PCB廃棄物となる製品及び廃棄物は、事業所内に
於いて創業時より確認時まで設置及び保管していない事を電気工事会社と共に確認した（2017.11.13）。
遵守評価として「該当しない」とした。（該当する要求事項としては、技術基準適合命令及び
改善命令）

適正処理



様式番号：E14-1

2023年　5月　12日（金）　PM3：30～　　場所　2F　休憩室　

吉川社長・原部長・三浦課長・片寄（記）
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評
価

環境経営システムが
有効に機能しているか？

環境経営への取組は適切
に実施されているか？

作成者/作成日:　三浦/2023.05.18

⑧代表者による全体評価と見直しの結果

提出資料名

評価及び見直しに参加した人

評価及び見直しの日時・場所

変
更
の
必
要
性
と
指
示

代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価

☆エアコン8台増設により、電力使用量が大幅に増えているのは仕方ない
が、必要以上の温度にならないように、各自意識を高め温度管理をして
いってもらいたい。設定温度は夏は28℃、冬は石油ストーブを使用。
☆斐川の貸工場期限がR5年６月末に迫る中トラックでの往復便の軽油と時
間の無駄は大きいと認識してきたが、ようやく本社隣の土地を購入するこ
とができた。電力料金値上げ、資材高騰、取引先の生産機種見直しによる
受注変動等ある中、しっかり無駄を無くしていかなければならない。
各自が無駄と気付ける感性を磨き、無駄を無くし、新たに生まれた時間を
次の生産につなげていってもらいたい。

（1）環境経営方針（2021年度版）
（2）実施体制図（役割、責任、権限）
（3）環境経営目標とその実績
（3）環境経営活動計画の取組結果と、その評価
（4）次年度の取組内容
（5）経営に於ける課題とチャンス

☆CO2排出削減を念頭にPDCAサイクルを繰り返し深く追及し、
環境経営活動計画をさらに確実な行動に移していかなければならない。

変更なし

☆PDCAサイクルを実行させ活動計画に反映できるように努める事。
☆電力使用量削減を重点的に無駄な電力使用を許さない事。
☆月初めに行っている5S活動の意義を把握し、環境経営の一つ
として取り組み常に整理整頓された整った環境で作業効率を上げる。

☆環境意識を共有し社員全員でムリ・ムダ・ムラを拾い出し、
無駄な時間を効率的な作業に変換できるようにPDCAサイクルを
活用し、環境と作業効率を上げるよう各自が実施体制の役割を
果たし、利益の上がる会社に成長させよう。

環境経営方針

環境経営目標及び
境経営活動計画

実施体制及び
環境経営システム等

令和3年度を
振り返っての

代表者のコメント

☆CO2排出量は工場エアコン8台設置の為大きく増加した。
☆灯油の使用量が多い。増設もあるが、細やかに調整も必要。
☆金属くずの廃棄物の分別を厳格に行い買取価格を上げること。
☆水使用量は、今年度は大きく減ったように映るが、前年度給水管の

破裂により増えていた分があるため、平年に比べ30㎥の削減であった。

☆切削油は機械修理等による入れ替えのため使用量が増えた。
☆ダンボール使用量は、梱包強化のため削減とはならなかった。
☆土曜日、祝日の休暇者多いときは、機械を絞り込んで稼働させ、
不要な残業をしない体制にし、電力使用量の削減を図る。


